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２ １ １ １ １ １ ４ １
Ⅳ
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Ⅴ
30
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
親
王
時
代
の
事
績
と
も
な
る
。
本
集
の
特
色
は
対
象
と
す
る
時
代
が
承
和
か
ら
延
喜
ま
で
と
区
切
ら
れ
、
そ
れ
が
序
に
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
詩
人
が
十
人
と
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
針
を
取
る
詩
集
は
他
に
例
が
な
い
。
作
者
十
人
は
小
野
篁たかむ
ら、
惟これ
良なが
春
道
、
菅
原
是これ
善よし
、
大
江
音おと
人んど
、
橘
広ひろ
相み
、
都
良よし
香か
、
菅
原
道
真
、
三
善
清
行
、
紀
長は
谷せ
雄お
、
大
江
千ち
古ふる
で
あ
る
が
、
千
古
以
外
の
九
人
は
『
扶
桑
集
』
の
詩
人
で
も
あ
る
。
在
位
時
代
「
坤
元
録
屏
風
詩
」
を
撰
進
さ
せ
る
。『
坤
元
録
』
は
唐
の
魏
王
李
泰
（
太
宗
の
子
）
が
編
纂
さ
せ
た
地
誌
。
こ
の
書
か
ら
詩
題
を
選
び
、
大
江
朝
綱
、
橘
直
幹
、
菅
原
文
時
の
三
人
が
詩
を
作
り
、
大
江
維
時
が
二
〇
首
を
選
定
し
て
、
小
野
道
風
が
こ
れ
を
屏
風
に
書
い
た
（『
日
本
紀
略
』
天
暦
三
年
条
末
尾
、『
江
談
抄
』
巻
四
―
19
）。
制
作
年
次
は
明
確
で
な
い
が
、
天
暦
五
年
（
九
五
一
）
二
月
か
ら
同
七
年
九
月
ま
で
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「
坤
元
録
屏
風
詩
を
め
ぐ
っ
て
」（『
平
安
朝
漢
文
学
史
論
考
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。
天
徳
三
年
（
九
五
九
）
八
月
十
六
日
、
内
裏
詩
合
を
主
催
す
る
。
題
十
事
も
勅
題
。『
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記
』（
群
書
類
従
巻
一
三
四
）
に
詩
も
含
め
て
記
録
さ
れ
る
。
本
朝
に
お
け
る
詩
合
の
嚆
矢
を
な
す
。
在
位
中
に
天
皇
が
主
宰
し
た
詩
宴
に
つ
い
て
は
滝
川
幸
司
「
宮
廷
詩
宴
年
表
」（『
天
皇
と
文
壇　
平
安
前
期
の
公
的
文
学
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
に
集
成
さ
れ
て
い
る
。
著
作
・
作
品
詩
集
が
存
在
し
た
（
散
佚
）。「
天
暦
御
製
詩
草
一
巻
」（『
権
記
』
長
保
二
年
二
月
三
日
条
）、「
天
暦
御
集
一
帖
」（『
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
』）、
「
邑
上
先
朝
御
作
詩
自
令
レ
書
本
一
巻
」（『
朝
覲
行
幸
部
類
』
所
引
『
小
右
記
』
佚
文
、
寛
和
二
年
十
二
月
二
十
日
条
）。
『
本
朝
文
粋
』
に
二
首
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
二
首
入
集
す
る（５）。
他
に
詩
が
『
類
聚
句
題
抄
』『
新
撰
朗
詠
集
』『
和
漢
兼
作
集
』
に
残
る
。
２　
兼
明
親
王　
　
延
喜
十
四
年
（
九
一
四
）〜
永
延
元
年
（
九
八
七
）
原
文
は
「
中
書
王
」（
中
務
卿
親
王
の
唐
名
）。
平
安
朝
詩
史
に
お
い
て
中
書
王
と
称
さ
れ
る
人
物
が
も
う
一
人
い
る
。
具
平
親
王
（
九
六
四
〜
一
〇
〇
九
）
で
あ
る
。
兼
明
の
生
没
は
前
記
の
と
お
り
で
、
両
者
は
重
な
る
期
間
が
あ
る
。
本
書
の
中
書
王
は
兼
明
、
具
平
い
ず
れ
で
あ
る
の
か
、
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
書
に
は
中
書
王
の
詩
一
首
が
あ
る
が
、『
日
本
詩
紀
』
は
兼
明
親
31　『扶桑集』の詩人（一）
王
の
詩
と
し
て
収
め
（
巻
四
）、
大
曽
根
章
介
論
文（６）も
兼
明
の
作
と
し
て
論
じ
る
が
、
川
口
久
雄
著（７）
は
「
扶
桑
集
七
十
六
人
」
の
中
書
王
に
「
兼
明
親
王
で
あ
ろ
う
」
の
注
記
を
付
し
、
田
坂
順
子
注
釈（８）に
は
「
ど
ち
ら
も
可
能
性
は
あ
る
。
し
い
て
言
え
ば
年
齢
的
に
は
前
者
（
兼
明
、
引
用
者
注
）
の
方
が
無
理
が
な
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
。
兼
明
と
見
る
の
が
有
力
で
は
あ
る
も
の
の
確
定
的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
書
王
が
兼
明
、
具
平
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
『
扶
桑
集
』
の
性
格
に
も
関
連
し
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
検
討
し
て
明
確
に
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
に
は
中
書
王
の
詩
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
巻
七
、
哀
傷
部
、
哭
児
に
次
の
詩
が
あ
る（９）。
天
元
四
年
夏
、
和
小
童
傷
亡
之
詩
無
花
無
柳
又
稀
鶯　
　
花
な
く
柳
な
く
ま
た
鶯
稀
な
り
慵
睡
慵
興
任
日
傾　
　
睡ねむ
る
に
慵ものうく
興おく
る
に
慵
く
日
の
傾
く
に
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
池
藕
四
廻
舒
葉
色　
　
池ち
藕ぐう
四
た
び
廻
り
葉
を
舒の
ぶ
る
色
林
鴉
幾
許
引
雛
声　
　
林りん
鴉あ
幾いく
許ばく
ぞ
雛
を
引
く
声
撫
桐
未
慰
孫
枝
思　
　
桐
を
撫な
づ
る
も
未
だ
慰
ま
ず
孫
枝
の
思
ひ
養
笋
難
堪
母
竹
情　
　
笋
た
け
の
こを
養
ひ
て
堪
へ
難
し
母
竹
の
情
懐
旧
心
肝
何
復
苦　
　
旧
を
懐おも
ひ
て
心
肝
何
ぞ
ま
た
苦
し
き
被
催
詞
客
数
篇
成　
　
詞
客
に
催
さ
れ
て
数
篇
成
る
こ
の
詩
は
い
く
つ
か
の
疑
問
点
を
含
ん
だ
作
で
あ
る
。
そ
れ
も
田
坂
注
釈
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
若
干
の
私
見
を
差
し
挟
ん
で
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
は
亡
く
な
っ
た
の
は
誰
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
天
元
四
年
兼
明
六
十
八
歳
夏
、
わ
が
小
童
の
死
」（
川
口
著
511
頁
）、「
天
元
四
年
（
九
八
一
）
の
夏
愛
児
が
早
世
し
た
」（
大
曽
根
論
文
211
頁
）
と
解
さ
れ
、
田
坂
注
釈
も
結
論
と
し
て
同
じ
く
中
書
王
の
子
と
し
て
い
る
。
し
か
し
疑
問
が
あ
る
。
こ
れ
は
詩
題
「
和
小
童
傷
亡
之
詩
」
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
こ
と
と
関
わ
る
。
田
坂
注
釈
の
い
う
と
お
り
「
小
童
の
亡
き
ひ
と
を
傷
む
詩
に
和
す
」
で
あ
る
。
こ
の
本
文
に
依
る
限
り
、
こ
う
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、「
小
童
」
が
亡
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
小
童
は
元
の
詩
の
作
者
と
な
る
。
で
は
亡
く
な
っ
た
の
は
誰
か
。
注
目
さ
れ
る
の
は
第
５
句
で
あ
る
。
桐
を
撫
づ
る
も
未
だ
慰
ま
ず
孫
枝
の
思
ひ
こ
の
句
に
つ
い
て
は
田
坂
注
釈
が
白
居
易
詩
に
考
え
合
わ
せ
る
べ
き
次
の
詩
句
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
八
所
収
の
「
談
氏
の
外
孫
生
ま
れ
て
三
日
、
是
れ
男
な
る
を
喜
び
、
偶たま
た
ま
吟
じ
て
篇
を
成
し
、
兼
ね
て
戯
れ
に
夢
得
に
呈
す
」
の
第
二
聯
、
芣
苢
春
来
盈
女
手　
　
芣ふ
苢い
春）（1
（
来
た
り
て
女
手
に
盈み
つ
梧
桐
老
去
長
孫
枝　
　
梧
桐
老
い
去
り
て
孫
枝
長
ず
32
の
後
句
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
談
氏
に
嫁
し
た
娘
に
男
児
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
句
は
年
老
い
た
身
に
外
孫
を
得
た
こ
と
を
い
う
。
す
な
わ
ち
「
梧
桐
」
は
詩
人
自
ら
を
、「
孫
枝
」（
ひ
こ
ば
え
）
は
孫
を
喩
え
て
い
る
。
田
坂
注
釈
は
こ
の
こ
と
を
述
べ
て
「
あ
る
い
は
、
中
書
王
の
場
合
も
亡
く
な
っ
た
児
と
中
書
王
は
親
子
で
は
な
く
、
孫
と
祖
父
の
関
係
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
。
こ
う
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
そ
う
す
る
と
「
小
童
」
と
い
う
呼
称
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
、
ま
た
小
童
と
結
句
の
「
詞
客
に
催
さ
れ
て
」
と
の
関
連
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
な
ど
、
別
の
問
題
が
生
じ
て
く
る
が
、
今
は
こ
こ
で
止
ど
め
、
本
題
に
限
る
。
中
書
王
が
誰
か
の
答
え
を
導
く
の
は
詩
の
第
二
聯
で
あ
る
。
池
藕
四
た
び
廻
り
葉
を
舒
ぶ
る
色
林
鴉
幾
許
ぞ
雛
を
引
く
声
こ
れ
も
田
坂
注
釈
が
す
で
に
指
摘
す
る
が
、
こ
の
二
句
は
白
居
易
の
「
帰
り
来
た
り
て
二
周
歳
」（『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
八
）
の
表
現
を
踏
ま
え
て
い
る
。
帰
来
二
周
歳　
　
帰
り
来
た
り
て
二
周
歳
二
歳
似
須
臾　
　
二
歳
は
須しゅ
臾ゆ
に
似
た
り
池
藕
重
生
葉　
　
池
藕
は
重
ね
て
葉
を
生
じ
林
鵶）（（
（
再
引
雛　
　
林りん
鵶あ
は
再
び
雛
を
引
く
先
の
一
聯
が
後
聯
に
拠
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
白
詩
は
洛
陽
の
家
に
帰
っ
て
か
ら
二
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
詠
む
。
以
下
は
田
坂
注
釈
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
よ
う
。「
楽
天
が
二
年
と
い
う
時
の
経
過
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
四
年
と
い
う
時
の
流
れ
を
言
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
児
を
亡
く
し
て
四
年
、
そ
の
間
に
蓮
の
根
は
長
く
節
を
生
じ
、
林
の
鴉
は
何
度
も
雛
を
生
み
育
ん
だ
、
と
自
然
界
の
変
わ
ら
ぬ
営
み
を
描
く
こ
と
で
親
の
悲
し
み
を
対
照
的
に
表
現
し
て
い
る
」。
す
な
わ
ち
子
の
夭
折
か
ら
四
年
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
れ
が
天
元
四
年
（
九
八
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
子
が
亡
く
な
っ
た
の
は
天
元
元
年
（
九
七
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
、
兼
明
は
六
十
五
歳
で
あ
る
が
、
具
平
は
十
五
歳
で
あ
る
。
こ
の
年
齢
で
子）（1
（
を
亡
く
す
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
中
書
王
は
兼
明
親
王
で
あ
る
。
改
め
て
兼
明
親
王
と
し
て
述
べ
る
。
醍
醐
天
皇
の
第
十
六
皇
子
で
、
母
は
更
衣
の
藤
原
淑
姫
（
菅
根
の
娘
）。
七
歳
で
源
姓
を
賜
っ
て
臣
籍
に
降
下
す
る
。
承
平
二
年
（
九
三
二
）
従
四
位
上
に
叙
せ
ら
れ
、
翌
年
、
播
磨
権
守
と
し
て
官
途
に
就
く
。
天
慶
七
年
（
九
四
四
）
参
議
、
康
保
四
年
（
九
六
七
）
従
二
位
、
大
納
言
と
な
る
。
安
和
二
年
（
九
六
九
）
兄
、
高
明
の
左
遷
（
い
わ
ゆ
る
安
和
の
変
）
に
伴
っ
て
殿
上
を
止
め
ら
れ
た
が
、
天
禄
元
年
（
九
七
〇
）、
皇
太
子
傅
と
な
り
、
翌
二
年
に
は
左
大
臣
に
昇
る
。
し
か
し
、
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
藤
原
氏
内
部
の
権
33　『扶桑集』の詩人（一）
力
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
親
王
の
身
分
に
復
さ
せ
ら
れ
、
中
務
卿
と
な
り
、
十
年
間
、
閑
職
に
あ
っ
て
、
永
延
元
年
九
月
、
没
す
る
。
七
十
四
歳
。
一
般
に
は
兼
明
親
王
あ
る
い
は
（
前
）中
書
王
と
称
さ
れ
る
が
、
そ
の
身
分
で
詩
文
の
制
作
に
当
た
っ
た
の
は
晩
年
の
十
年
で
、
そ
れ
以
前
は
源
兼
明
で
あ
る
。
前
述
の
甥
に
当
た
る
具
平
親
王
と
並
ん
で
平
安
朝
の
皇
親
詩
人
の
代
表
と
さ
れ
る
。
作
品
『
扶
桑
集
』
に
前
述
の
詩
一
首
が
入
集
。
『
本
朝
文
粋
』
に
一
九
首
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
六
首
が
入
集
す
る
。
他
に
詩
が
『
類
聚
句
題
抄
』『
新
撰
朗
詠
集
』『
江
談
抄
』『
作
文
大
体
』
に
残
る
。
３　
菅
原
道
真　
　
承
和
十
二
年
（
八
四
五
）〜
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
原
文
は
「
菅
丞
相
」。
平
安
初
頭
嵯
峨
朝
期
の
代
表
的
詩
人
で
あ
る
清
公
の
孫
で
、
参
議
是
善
の
子
。
大
学
寮
に
学
び
、
文
章
得
業
生
か
ら
、
貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
対
策
に
及
第
す
る
。
式
部
少
輔
、
文
章
博
士
な
ど
を
経
て
、
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
に
は
讃
岐
守
と
な
り
、
外
官
を
経
験
し
、
不
遇
意
識
を
懐
く
。
任
を
終
え
て
帰
京
し
た
の
ち
は
宇
多
天
皇
の
恩
顧
を
得
て
、
順
調
に
過
ぎ
る
官
途
を
歩
み
、
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
学
儒
出
身
と
し
て
は
異
例
の
右
大
臣
に
昇
る
。
し
か
し
同
四
年
、
大
宰
権
帥
に
左
遷
さ
れ
、
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
二
月
、
そ
の
地
に
没
し
た
。
五
十
九
歳
。
著
作
・
作
品
自
撰
の
漢
詩
文
集
『
菅
家
文
草
』
十
二
巻
、
大
宰
府
謫
居
時
の
詩
集
『
菅
家
後
集
』
一
巻
が
現
存
す
る
。
ま
た
『
日
本
三
代
実
録
』
の
撰
修
に
参
与
し
、『
類
聚
国
史
』
二
百
巻
を
編
纂
し
た
。
『
扶
桑
集
』
に
詩
六
首
、
詩
序
二
首
が
残
る
。
『
本
朝
文
粋
』
に
三
六
首
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
三
七
首
が
入
集
す
る
。
４　
藤
原
在
衡　
　
寛
平
四
年
（
八
九
二
）〜
天
禄
元
年
（
九
七
〇
）
原
文
は
「
藤
左
丞
相
」（
左
丞
相
は
左
大
臣
の
唐
名
）。「
在
衡
」
の
小
字
注
が
あ
る
。
北
家
魚
名
流
、
中
納
言
山
蔭
の
孫
、
但
馬
介
有
頼
の
子
。
な
お
『
公
卿
補
任
』
天
慶
四
年
条
の
尻
付
に
は
「
実
は
有
頼
舎
弟
大
僧
都
如
無
の
子
と
云
々
」
と
あ
る
。
在
衡
は
従
二
位
左
大
臣
の
高
位
に
昇
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
経
歴
を
比
較
的
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
い
う
ま
で
も
な
く
『
公
卿
補
任
』
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
あ
る
。
『
朝
野
群
載
』
巻
十
七
収
載
の
「
藤
原
在
衡
職
封
施
入
諷
誦
文
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
在
衡
が
恩
寵
を
蒙
っ
た
醍
醐
天
皇
の
没
後
、
こ
れ
に
報
い
34
る
た
め
に
、
安
和
二
年
（
九
六
九
）
十
月
、
そ
の
御
願
寺
醍
醐
寺
に
大
臣
の
職
封
の
一
部
を
施
入
し
た
時
の
文
章
で
あ
る
が
、
自
己
の
経
歴
を
大
学
寮
入
学
の
時
か
ら
説
き
起
し
、
醍
醐
・
朱
雀
朝
に
お
け
る
そ
れ
を
縷
述
し
、
つ
い
に
は
大
臣
の
栄
職
に
ま
で
至
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
在
衡
の
〈
履
歴
書
〉
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
両
者
を
合
わ
せ
て
、
そ
の
要
点
を
記
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
延
喜
八
年
（
九
〇
八
）
大
学
寮
に
入
学
（
字あざな、
藤
文
）、
同
十
三
年
、
文
章
生
と
な
る
。
十
七
年
、
労
に
よ
り
伊
予
掾
、
次
い
で
備
前
掾
と
な
り
、
方
略
宣
旨
を
得
て
、
十
八
年
、
対
策
及
第
。
十
九
年
、
少
内
記
と
し
て
官
途
に
就
く
。
延
長
二
年
（
九
二
四
）
従
五
位
下
、
同
八
年
、
式
部
少
輔
、
承
平
二
年
（
九
五
二
）
左
少
弁
、
同
八
年
、
従
四
位
下
、
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）、
式
部
大
輔
、
同
四
年
、
参
議
と
な
る
。
天
暦
元
年
（
九
四
七
）
従
三
位
、
権
中
納
言
、
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
大
納
言
、
応
和
元
年
（
九
六
一
）
従
二
位
、
安
和
二
年
（
九
六
九
）
右
大
臣
に
昇
り
、
翌
年
に
は
左
大
臣
と
な
る
が
、
十
月
、
没
す
る
。
七
十
九
歳
。
文
事
事
績
延
長
四
年
（
九
二
六
）
二
月
十
七
日
、
醍
醐
天
皇
が
催
す
花
宴
に
列
な
り
「
桜
繁
春
日
斜
」
の
題
で
詩
を
詠
む
。（『
醍
醐
天
皇
御
記
』）
天
慶
二
年
（
九
三
九
）
十
一
月
十
四
日
、
朱
雀
天
皇
（
十
七
歳
）
の
読
書
始
め
、『
史
記
』
を
詠
む
。
そ
の
博
士
と
な
る
。（『
貞
信
公
記
』）
天
暦
元
年
（
九
四
七
）
正
月
二
十
三
日
、
内
宴
に
藤
原
元
方
と
共
に
詩
題
を
献
じ
る
。
た
だ
し
元
方
が
献
じ
た
「
花
気
染
二
春
風
一
」
が
選
ば
れ
る
。
在
衡
は
韻
字
「
薫
」
を
献
じ
る
。（『
九
暦
』）
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
七
月
八
日
、
六
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
文
章
生
試
（
御
題
「
昊
天
降
二
豊
沢
一
」）
の
改
判
を
取
り
仕
切
る
。（『
貞
信
公
記
』）
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
七
月
十
一
日
、
村
上
天
皇
の
新
生
の
皇
子
（
母
は
藤
原
師
輔
の
娘
安
子
。
の
ち
の
冷
泉
天
皇
）
に
「
憲
平
」
と
命
名
す
る
。（『
九
暦
』）
天
暦
七
年
（
九
五
三
）
十
月
五
日
、
残
菊
宴
に
列
な
り
「
花
寒
菊
点
レ
叢
」
の
題
で
詩
を
詠
む
。（『
政
事
要
略
』
巻
二
十
四
、
年
中
行
事
、
九
月
）
康
保
年
間
（
九
六
四
〜
九
六
八
）、
内
宴
に
お
い
て
村
上
天
皇
の
御
製
を
講
じ
る
。
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
九
月
九
日
の
重
陽
宴
で
御
製
を
儒
者
の
上
達
部
に
読
ま
せ
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
、
藤
原
実
資
が
先
例
の
一
つ
と
し
て
こ
の
こ
と
を
挙
げ
る
。（『
小
右
記
』）
安
和
二
年
（
九
六
九
）
三
月
十
三
日
、
粟
田
山
荘
に
尚
歯
会
を
主
宰
す
る
。
六
人
の
高
齢
者
を
招
き
、
共
に
長
寿
を
自
祝
す
る
詩
を
賦
す
。 
存）（1
（
 
拙
稿
「
安
和
二
年
粟
田
殿
尚
歯
会
詩
」（『
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
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究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。
作
品
『
尚
歯
会
記
』
に
安
和
二
年
の
尚
歯
会
に
お
け
る
七
叟
（
七
人
の
老
人
）
の
一
人
と
し
て
の
詠
詩
の
末
尾
一
句
、
及
び
後
日
、
尚
歯
会
に
関
し
て
天
台
座
主
良
源
と
唱
和
し
た
二
首
が
あ
る
。
前
掲
拙
稿
参
照
。
５　
紀
長
谷
雄　
　
承
和
十
二
年（
八
四
五
）〜
延
喜
十
二
年（
九
一
二
）
原
文
は
「
紀
納
言
」（
納
言
は
中
納
言
の
唐
名
）。
翻
名
（
中
国
風
の
名
）
は
発
超
ま
た
発
韶
。
正
六
位
上
弾
正
大
忠
貞
範
の
子
。
長
谷
雄
に
は
自
伝
的
文
章
で
あ
る
「
延
喜
以
後
詩
序
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
201
）
が
あ
る）（1
（
の
で
、『
公
卿
補
任
』
と
合
わ
せ
て
、
経
歴
の
要
点
を
記
す
。
十
五
歳
で
学
問
に
志
し
、
都
良
香
に
師
事
す
る
が
、
長
い
間
不
遇
で
、
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
よ
う
や
く
文
章
生
と
な
る
（
字
、
紀
寛
）。
こ
の
頃
、
菅
原
道
真
の
門
下
に
入
る
。
文
章
得
業
生
を
経
て
対
策
及
第
。
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
少
外
記
。
同
四
年
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
る
。
寛
平
三
年
（
八
九
一
）
文
章
博
士
、
同
六
年
に
は
遣
唐
副
使
に
任
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
遣
唐
使
は
大
使
菅
原
道
真
の
進
言
で
中
止
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
式
部
大
輔
、
左
大
弁
等
を
歴
任
し
て
、
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
参
議
と
な
る
。
同
十
年
に
従
三
位
、
翌
年
に
は
中
納
言
に
昇
る
が
、
同
十
二
年
二
月
、
没
す
る
。
六
十
八
歳
。
子
に
淑
光
（
後
出
43
）、
淑
望
（
後
出
62
）
が
あ
る
。
著
作
・
作
品
詩
文
集
『
紀
家
集
』
が
あ
り
、
巻
十
四
の
み
が
伝
存
し
、
記
五
首
、
伝
二
首
を
収
め
る
。
自
撰
詩
集
『
延
喜
以
後
詩
巻
』
が
あ
っ
た
が
、
今
は
そ
の
序
「
延
喜
以
後
詩
序
」（
前
記
）
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
『
扶
桑
集
』
に
詩
三
首
、
序
一
首
（
後
欠
）
が
あ
る
。
『
本
朝
文
粋
』
に
三
七
首
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
二
四
首
が
入
集
す
る
。
他
に
『
朝
野
群
載
』『
類
聚
句
題
抄
』
等
に
多
数
の
詩
文
が
残
り
、
三
木
雅
博
編
『
紀
長
谷
雄
漢
詩
文
集
並
び
に
漢
字
索
引
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
年
）
に
集
成
さ
れ
て
い
る
。
６　
大
江
維
時　
　
仁
和
四
年
（
八
八
八
）〜
応
和
三
年
（
九
六
三
）
原
文
は
「
江
納
言
」、「
維
時
」
の
小
字
注
が
あ
る
。
参
議
音
人
（
後
出
10
）
の
孫
、
従
四
位
下
伊
予
権
守
千
古
（
後
出
75
）
の
子
。
母
は
巨
勢
文
雄
の
娘
。
後
出
59
大
江
斉
光
は
子
。
延
喜
十
六
年
（
九
一
六
）
文
章
生
と
な
り
（
字
、
江
二
）、
文
章
得
業
生
を
経
て
対
策
及
第
。
延
長
二
年
（
九
二
四
）
式
部
少
丞
と
な
る
。
同
六
年
、
従
五
位
下
、
翌
年
に
は
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
る
。
天
慶
七
年
（
九
四
四
）
式
部
大
輔
と
な
り
、
36
皇
太
子
成
明
親
王
（
の
ち
村
上
天
皇
）
の
東
宮
学
士
を
兼
ね
る
。
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
参
議
に
昇
り
、
同
九
年
、
従
三
位
。
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
中
納
言
と
な
る
。
応
和
三
年
六
月
、
没
す
る
。
七
十
六
歳
。
三
代
（
醍
醐
・
朱
雀
・
村
上
天
皇
）
の
侍
読
の
功
に
よ
り
従
二
位
を
贈
ら
れ
る
。
文
事
事
績
承
平
二
年
（
九
三
二
）
二
月
二
十
三
日
、
成
明
親
王
の
読
書
始
め
（『
御
注
孝
経
』）
に
博
士
と
な
る
。（『
貞
信
公
記
』）
承
平
五
年
（
九
三
五
）
十
一
月
よ
り
天
慶
二
年
（
九
三
九
）
十
月
ま
で
、
文
章
院
に
お
い
て
『
文
選
』
を
講
じ
る
。（『
日
本
紀
略
』）
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
八
月
五
日
、
成
明
親
王
、
内
裏
で
『
文
選
』
竟
宴
を
行
う
。
博
士
と
な
る
。（『
本
朝
世
紀
』）
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
八
月
三
十
日
、
内
裏
で
白
居
易
『
洛
中
集
』
を
講
じ
る
。（『
西
宮
記
』
巻
十
一
、
蔵
人
所
講
書
）
天
暦
五
年
（
九
五
一
）
二
月
〜
同
七
年
九
月
、「
坤
元
録
屏
風
詩
」
を
選
定
す
る
。
拙
稿
「
坤
元
録
屏
風
詩
を
め
ぐ
っ
て
」（『
平
安
朝
漢
文
学
史
論
考
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。
天
徳
三
年
（
九
五
九
）
八
月
十
六
日
、
内
裏
詩
合
の
判
者
を
務
め
る
。
（『
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記
』）
他
に
醍
醐
・
村
上
天
皇
へ
の
『
老
子
』『
白
氏
文
集
』
の
講
授
、
朱
雀
・
村
上
・
冷
泉
・
円
融
天
皇
の
諱
の
撰
申
、
延
長
・
承
平
・
天
暦
・
天
徳
等
の
年
号
の
勘
申
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。
維
時
は
従
兄
の
大
江
朝
綱
お
よ
び
菅
原
文
時
と
共
に
朱
雀
・
村
上
朝
の
文
壇
の
中
心
と
な
っ
た
儒
家
で
、
翰
林
に
お
け
る
大
江
家
の
勢
力
伸
長
に
寄
与
し
た
。
た
だ
し
、『
江
談
抄
』
巻
五
―
51
に
、
維
時
は
才
学
に
お
い
て
は
朝
綱
に
勝
る
が
、
文
章
に
お
い
て
は
朝
綱
の
敵
で
は
な
い
と
語
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
後
掲
の
遺
存
す
る
作
品
の
数
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
著
作
・
作
品
『
日
観
集
』
二
十
巻
（
散
佚
）、『
千
載
佳
句
』
二
巻
、『
養
生
方
』
三
巻
（
散
佚
）
を
編
纂
す
る
。
『
本
朝
文
粋
』
に
二
首
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
一
首
入
集
す
る
。
他
に
文
章
は
『
朝
野
群
載
』『
本
朝
世
紀
』『
扶
桑
略
記
』、
醍
醐
寺
蔵
「
僧
綱
牒
紙
背
」、『
本
朝
文
集
』
に
、
詩
は
『
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記
』『
類
聚
句
題
抄
』『
和
漢
兼
作
集
』、
醍
醐
寺
蔵
「
僧
綱
牒
紙
背
」、『
紫
明
抄
』
に
残
る
。
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７　
橘　
好
古　
　
寛
平
五
年
（
八
九
三
）〜
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
原
文
は
「
橘
納
言
」、「
好
古
」
の
小
字
注
が
あ
る
。
参
議
広
相
（
後
出
９
）
の
孫
、
従
四
位
上
右
京
大
夫
公
材
の
子
。
延
喜
十
五
年
（
九
一
五
）
文
章
生
と
な
り
、
延
長
二
年
（
九
二
四
）
少
内
記
と
し
て
官
途
に
就
く
。
同
八
年
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
大
学
頭
、
民
部
大
輔
、
右
大
弁
等
を
歴
任
、
天
徳
二
年
（
九
五
八
）
参
議
と
な
り
、
左
大
弁
、
弾
正
大
弼
な
ど
を
兼
ね
、
康
保
三
年
（
九
六
六
）
従
三
位
、
権
中
納
言
、
翌
年
、
中
納
言
に
転
じ
、
民
部
卿
、
大
宰
権
帥
を
兼
ね
る
。
天
禄
二
年
（
九
七
二
）、
大
納
言
と
な
る
が
、
翌
三
年
正
月
、
大
宰
府
に
没
す
る
。
『
公
卿
補
任
』『
尊
卑
分
脈
』
は
こ
の
時
、
八
十
歳
と
す
る
。
寛
平
五
年
（
八
九
三
）
の
生
ま
れ
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
る
。
た
だ
し
『
日
本
紀
略
』（
正
月
十
二
日
）
は
「
七
十
九
」
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
寛
平
六
年
の
生
ま
れ
と
な
る
。
文
事
事
績
好
古
の
事
績
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、
安
和
二
年
（
九
六
九
）
三
月
十
三
日
、
藤
原
在
衡
主
催
の
尚
歯
会
（
前
述
）
に
七
叟
の
一
人
と
し
て
参
加
し
詩
を
賦
し
た
こ
と
の
み
で
あ
る
。
こ
の
時
、
七
十
七
歳
。
作
品
『
尚
歯
会
記
』
に
前
述
の
尚
歯
会
詩
一
首
が
残
る
。
拙
稿
「
安
和
二
年
粟
田
殿
尚
歯
会
詩
」（
４
藤
原
在
衡
条
に
前
出
）
参
照
。
８　
藤
原
文
範　
　
　
延
喜
九
年
（
九
〇
九
）〜
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
原
文
は
「
戸
部
尚
書
」（
民
部
卿
の
唐
名
）、「
文
範
」
の
小
字
注
が
あ
る
。
北
家
長
良
流
、
参
議
清
経
の
孫
、
参
議
元
名
の
子
。
文
章
生
を
経
て
、
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
少
内
記
と
な
り
、
式
部
少
・
大
丞
を
経
て
、
同
八
年
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
る
、
以
後
、
弁
官
を
進
み
、
右
大
弁
、
蔵
人
頭
を
経
て
、
康
保
四
年
（
九
六
七
）、
参
議
と
な
る
。
天
禄
三
年
（
九
七
二
）、
中
納
言
に
転
じ
る
。
貞
元
二
年
、
正
三
位
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
に
は
従
二
位
に
昇
る
。
永
延
二
年
（
九
八
八
）
子
為
雅
に
官
を
譲
っ
て
中
納
言
を
辞
し
、
以
後
、
民
部
卿
。
長
徳
二
年
三
月
没
す
る
。
八
十
八
歳
。
文
事
事
績
天
徳
三
年
（
九
五
九
）
八
月
十
六
日
、
天
徳
詩
合
で
右
方
の
講
師
を
務
め
る
。（『
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記
』）
応
和
元
年
（
九
六
一
）
三
月
五
日
、
村
上
天
皇
、
冷
泉
院
釣
殿
に
花
宴
を
催
す
。「
文
人
」
の
一
人
と
し
て
召
さ
れ
る
。
句
題
「
花
光
水
上
浮
」。
（『
扶
桑
略
記
』『
日
本
紀
略
』
同
日
条
）。
38
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
閏
二
月
、
藤
原
済
時
が
白
河
院
に
催
し
た
詩
宴
に
参
加
す
る
。
句
題
「
花
影
泛
二
春
池
一
」。
源
順
が
詩
序
「
後
二
月
、
白
河
院
に
遊
び
同とも
に
「
花
影
春
池
に
泛う
か
ぶ
」
を
賦
す
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・
302
）
を
草
す
。
拙
稿
「
白
河
院
の
詩
遊
」（『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』
１
村
上
天
皇
条
前
出
）
参
照
。
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
十
二
月
四
日
、
具
平
親
王
、
自
邸
に
詩
宴
を
催
す
。
句
題
「
寒
林
暮
鳥
帰
」。
文
範
、
親
王
と
詩
の
唱
和
を
重
ね
る
。
前
掲
拙
稿
参
照
。
作
品
摘
句
が
『
類
聚
句
題
抄
』『
本
朝
麗
藻
』（
具
平
親
王
「
戸
部
尚
書
よ
り
重
ね
て
丹
字
を
賦
し
妙
詞
を
贈
ら
る
。（
以
下
略
）」
に
付
す
自
注
に
引
用
）『
和
漢
兼
作
集
』
に
残
る
。
９　
橘　
広
相　
　
　
承
和
四
年
（
八
三
七
）〜
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）
原
文
は
「
橘
贈
納
言
」、「
広
相
」
の
小
字
注
が
あ
る
。
従
五
位
上
伯
耆
守
真
材
の
孫
、
従
五
位
上
若
狭
守
峯
範
の
子
。
初
め
の
名
は
博
覧
。
大
学
寮
に
学
ぶ
と
共
に
菅
原
是
善
の
門
下
に
入
る
。
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
文
章
生
（
字
、
朝
綾
）。
同
六
年
、
対
策
及
第
。
同
九
年
、
従
五
位
下
。
名
を
広
相
と
改
め
る
。
同
十
一
年
、
貞
明
親
王
（
の
ち
陽
成
天
皇
）
の
立
太
子
に
伴
い
、
東
宮
学
士
と
な
る
。
式
部
大
輔
、
蔵
人
頭
、
右
大
弁
、
文
章
博
士
な
ど
を
経
て
、
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
参
議
に
昇
る
。
仁
和
二
年
（
八
八
六
）、
左
大
弁
。
翌
三
年
、
宇
多
天
皇
の
即
位
に
伴
い
藤
原
基
経
を
関
白
に
任
じ
る
に
際
し
て
、
基
経
の
上
表
に
対
す
る
天
皇
の
勅
答
を
広
相
が
作
成
し
、
こ
れ
に
関
白
太
政
大
臣
を
「
阿
衡
の
任
」
と
称
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
、
い
わ
ゆ
る
阿
衡
の
紛
議
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
寛
平
二
年
五
月
、
没
す
る
。
五
十
三
歳
。
侍
読
の
功
に
よ
っ
て
従
三
位
中
納
言
を
贈
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
橘
贈
納
言
」
と
称
さ
れ
る
。
文
事
事
績
承
和
十
二
年
（
八
四
五
）、
九
歳
の
こ
の
年
、
昇
殿
（
童
殿
上
）
し
「
暮
春
」
の
詩
を
詠
む
。（『
江
談
抄
』
巻
四
―
102
）　
 
存 
貞
観
三
年
（
八
六
一
）
か
四
年）（1
（
十
一
月
、
右
大
臣
藤
原
良
相
邸
の
詩
会
に
参
加
す
る
。
句
題
「
冬
日
可
レ
愛
」。
序
を
作
る
。（『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
203
）　
 
存 
拙
著
『
本
朝
文
粋
抄　
二
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
第
一
章
「
冬
日
愛
す
べ
し
」
を
賦
す
詩
の
序
」
参
照
。
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
十
月
、
清
和
天
皇
、
祖
母
太
皇
太
后
藤
原
順
39　『扶桑集』の詩人（一）
子
の
為
の
喪
服
に
つ
き
諸
儒
に
議
せ
し
め
る
。
広
相
も
「
議
」
を
献
じ
る
。（『
三
代
実
録
』
十
月
五
日
条
）　
 
存 
貞
観
十
四
年
（
八
七
二
）
五
月
二
十
四
日
、
天
皇
、
鴻
臚
館
に
渤
海
使
（
大
使
楊
成
規
）
に
曲
宴
を
賜
わ
る
。
そ
の
使
者
と
な
り
、
共
に
詩
を
賦
す
。（『
三
代
実
録
』）
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
）
四
月
二
十
三
日
、
皇
太
子
貞
明
親
王
（
七
歳
。
の
ち
陽
成
天
皇
）『
千
字
文
』
を
読
む
。
侍
読
と
な
る
。（『
三
代
実
録
』）
同
年
八
月
二
十
三
日
、
神
護
寺
の
鐘
銘
序
を
作
る
。（『
古
京
遺
文
』）　
 
存 元
慶
二
年
（
八
七
八
）
八
月
二
十
五
日
、
皇
弟
貞
保
親
王
（
九
歳
）
『
蒙
求
』
を
読
む
。
侍
読
と
な
る
。（『
三
代
実
録
』）
元
慶
六
年
（
八
八
二
）
九
月
九
日
、
清
和
天
皇
、
紫
宸
殿
に
群
臣
に
重
陽
宴
を
賜
わ
る
。
賦
詩
あ
り
。
そ
の
題
者
と
な
る）（1
（
。（『
北
山
抄
』
巻
三
、
内
宴
事
）
元
慶
七
年
（
八
八
三
）、
真
然
よ
り
師
空
海
の
『
三
教
指
帰
』
の
注
を
作
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
る
。 （
東
寺
観
智
院
本
『
弘
法
大
師
行
化
記
』）
拙
稿
「
古
代
漢
詩
集
成
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
―
拾
佚
詩
五
首
」
（『
平
安
朝
漢
詩
文
資
料
論
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
春
、
文
章
生
試
（
題
「
龍
図
授
レ
羲
」）
の
判
者
と
な
る
。（『
本
朝
文
粋
』
巻
七
・
178
大
江
匡
衡
奏
状
）
拙
稿
「
学
生
の
字あざなに
つ
い
て
」（『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』
１
村
上
天
皇
条
前
出
）
参
照
。
同
年
四
月
四
日
、
光
孝
天
皇
『
文
選
』
を
読
む
。
侍
読
と
な
る
。（『
三
代
実
録
』）
同
年
十
二
月
五
日
、
参
議
と
な
る
。
こ
れ
に
依
っ
て
「
平
章
事
を
拝
す
」
詩
を
賦
す
。（『
新
撰
朗
詠
集
』
）
（1
（720
）　
 
存 
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
正
月
二
日
、
藤
原
時
平
（
十
六
歳
）
元
服
、
正
五
位
下
を
授
け
ら
れ
る
。
そ
の
告
身
文（
位
記
）を
作
る
。（『
三
代
実
録
』『
本
朝
文
粋
』
巻
二
・
58
）　
 
存 
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
十
一
月
二
十
一
日
、
藤
原
基
経
を
関
白
と
な
す
宇
多
天
皇
の
詔
を
作
る
。（『
政
事
要
略
』
巻
三
十
）　
 
存 
同
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
、
基
経
の
関
白
を
辞
す
表
に
答
え
る
天
皇
の
勅
を
作
る
。（『
政
事
要
略
』
巻
三
十
）　
 
存 
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
正
月
二
十
七
日
、
意
見
十
四
条
を
作
り
、
宇
多
天
皇
に
奏
す
る
。（『
日
本
紀
略
』）
同
年
六
月
五
日
、
五
条
の
愁
文
を
作
り
、
天
皇
に
奏
す
る
。（『
政
事
要
略
』
巻
三
十
）　
 
存 
寛
平
元
年
（
八
八
九
）
七
月
七
日
、
宇
多
天
皇
、
侍
臣
に
乞
巧
詩
を
賦
せ
し
め
る
。
そ
の
序
を
作
る
。（『
日
本
紀
略
』）
40
同
年
九
月
二
十
四
日
、
天
皇
、
先
帝
光
孝
天
皇
の
た
め
に
嘉
祥
寺
に
お
い
て
法
華
八
講
を
催
す
。
願
文
を
作
る
。（『
本
朝
文
集
』
巻
二
十
五
）　
 
存 寛
平
二
年
（
八
九
〇
）
三
月
三
日
、
太
政
大
臣
藤
原
基
経
、
殿
上
に
宴
を
催
し
「
三
月
三
日
、
雅
院
に
侍
臣
に
曲
水
の
飲
を
賜
ふ
」
の
詩
を
賦
せ
し
め
る
。
序
を
作
る
。（『
日
本
紀
略
』）
同
年
四
月
一
日　
　
孟
夏
旬
儀
に
御
扇
を
賜
わ
る
。
そ
の
思
い
を
詩
に
詠
む
。（『
江
談
抄
』
巻
四
―
79
）　
 
存 
著
作
・
作
品
詩
文
集
『
橘
氏
文
集
』
八
巻
（『
本
朝
書
籍
目
録
』）、『
文
選
少
帖
』
（『
江
談
抄
』
巻
五
―
26
）
が
あ
っ
た
が
散
佚
。
『
本
朝
文
粋
』
に
二
首
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
二
首
入
集
。
他
に
文
章
は
『
三
代
実
録
』『
政
事
要
略
』『
朝
野
群
載
』『
本
朝
文
集
』『
古
京
遺
文
』
に
、
詩
は
『
新
撰
朗
詠
集
』『
江
談
抄
』『
香
薬
字
抄
』「
小
野
僧
正
祈
雨
之
間
賀
雨
贈
答
詩
」
に
残
る
。
以
上
、
中
納
言
以
上
の
詩
人
で
あ
る
。
注（１
）　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
条
番
号
。
（
２
） 　
林
古
渓
「
扶
桑
集
の
巻
数
及
び
分
類
に
つ
い
て
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
一
四
巻
六
号
、
一
九
三
七
年
）。
（
３
）　
尊
経
閣
叢
刊
影
印
本
に
よ
る
。
（
４
）　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
作
品
番
号
。
（
５
） 　
平
安
朝
に
お
け
る
評
価
の
目
安
と
し
て
『
本
朝
文
粋
』『
和
漢
朗
詠
集
』
に
作
品
が
採
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
作
品
数
を
示
す
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
伝
藤
原
行
成
筆
粘
葉
本
に
よ
る
。
（
６
） 　
大
曽
根
章
介
「
兼
明
親
王
の
生
涯
と
文
学
」（『
大
曽
根
章
介
日
本
漢
文
学
論
集
』
第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
九
年
。
初
出
一
九
六
二
年
）。
（
７
） 　
『
三
訂 
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
中
篇
（
明
治
書
院
、
一
九
八
二
年
。
初
版
一
九
五
九
年
）
第
十
六
章
第
四
節
。
（
８
） 　
田
坂
順
子
「
扶
桑
集
全
注
釈
（
一
）」（『
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
報
』
第
一
一
九
号
、
一
九
八
九
年
）。
（
９
） 　
原
文
は
田
坂
順
子
編
『
扶
桑
集　
校
本
と
索
引
』（
櫂
歌
書
房
、
一
九
八
五
年
）
に
依
る
。
（
10
） 　
お
お
ば
こ
。
煎
じ
て
飲
む
と
妊
娠
を
促
す
と
い
う
（
田
坂
注
釈
）。
（
11
）　
「
鵶
」
は
「
鴉
」
の
別
体
。
（
12
）　
前
述
の
よ
う
に
孫
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
（
13
）　
作
品
が
現
存
す
る
場
合
は 
存 
と
表
示
す
る
。
（
14
） 　
拙
稿
「
紀
長
谷
雄
「
延
喜
以
後
詩
序
」
私
注
」（『
平
安
朝
文
人
志
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。
（
15
） 　
滝
川
幸
司
「
橘
広
相
考　
一
」（『
奈
良
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』
第
一
八
号
、
二
〇
一
三
年
）。
（
16
） 　
滝
川
幸
司
「
橘
広
相
考　
三
」（『
奈
良
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』
第
一
九
号
、
二
〇
一
四
年
）。
（
17
） 　
和
歌
文
学
大
系
本
の
作
品
番
号
。「
平
章
事
」
は
参
議
の
唐
名
。
（
ご
と
う
・
あ
き
お　
成
城
大
学
元
教
授
）
